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1

簡易記録

簡易記録（擁壁） 手引き－２０、２１

2

全景写真のみ撮影
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簡易記録（宅地地盤・のり面） 手引き－２４、２５

3

全景写真のみ撮影

4



3

まず周囲を眺めます。

5

沈下
家屋変形

舗装
剥離
変状

家屋損傷

路面舗装変状
少し波打つ

6

沈下
２０cm

移動している

家が傾く
家が少し押
しつぶされ
ている

周辺で噴砂を
確認
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7

擁壁は
空石積み

擁
壁
高
さ

h=
1.
8ｍ

家屋は
擁壁背面に近接

擁壁下湿潤状態
擁壁面に苔
湧水多い

擁壁は
はらんでいる
すべっている

様式－２

8

宅地地盤

変状チェック

被災状況図記入
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9

ここでは、

店先が全体的に沈下 ２０㎝→ 中

液状化と思われる 噴砂現象あり。

変状の程度判定

表3-24 宅地地盤の配点表

程度
宅地地盤の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ（幅） １ ３ ５

2陥没（深さ） ２ ４ ６

3沈下（沈下量･規模） ２ ４ ７

4段差（段差量） ３ ５ ８

5隆起（隆起量・規模） ７ ８ ９

６湧水・噴砂

合計値

10

液状化による噴砂あり １点加算

５

変状の採点
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宅地地盤の被害の判定

11

� 変状点の合計値

� 点数範囲

� 判定区分

５

4～7点

中 危 険 度 中

様式－２

12

５

宅地地盤
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13

擁壁は
空石積み

擁
壁
高
さ

h=
1.
8ｍ

家屋は
擁壁背面に近接

擁壁下湿潤状態
擁壁面に苔
湧水多い

擁壁は
はらんでいる
すべっている

様式－１

14

宅地擁壁

被災状況図記入

省略してよい

変状チェック
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擁壁の基礎的条件／擁壁の種類

15

� 判定マ－１８ 表３－６ 擁壁の種類

ここでは、空石積み擁壁に該当します

基礎点／擁壁の位置関係

16

� 判定マ－１３ 図３-１ 建物 道路との位置関係

影響範囲(A)

１．７Ｈ

Ｈ

１．０Ｈ

重要度が高い

ここでは、ケースA に該当します

家屋は
擁壁背面に近接

ケース 条 件

Ａ 影響範囲に建物または道路が存在する

Ｂ 影響範囲に建物または道路が存在しない

影響範囲外(B)影響範囲外(B)
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判定マ-１２ 表３-１ 擁壁の基礎点項目と配点表

区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 0 0

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.4
17

基礎点の採点（湧水の状況）

18

� 判定マー２０ 表３－７ 湧水の状況分類

擁壁下湿潤状態
擁壁面に苔
湧水多い

湧水が確認されているので
にじみ出し・流出 に該当します。



10

区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 0 0

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.419

判定マ-１２ 表３-１

擁壁下湿潤状態
擁壁面に苔
湧水多い

0.8

基礎点の採点（排水施設の状況）

20

� 判定マー２２

表３－１０ 排水施設の設置状況分類表

天端排水施設は無く
Ⅰ に該当します。
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区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 0 0

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.421

判定マ-１２ 表３-１

0.8

基礎点の採点（擁壁の高さ）

22

� 判定マ－２４ 表３－１３ 擁壁の高さ

擁
壁
高
さ

Ｈ
=1
.8
ｍ

1m＜H≦3m

に該当します。
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区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 0 0

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.4

23

0.2

基礎点の合計＝０．８＋０．８＋０．２＝１．８

様式－１

24

１.８

宅地擁壁
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擁壁の危険度評価／擁壁の変状項目

25

擁壁は
空石積み

変状は、
はらみ → 小
すべり崩壊 →小

擁壁は
はらんでいる
滑べっている

擁壁の変状項目の採点

程度
空積み擁壁の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ

2水平移動 ６ ７ ９

3不同沈下･目地開き

4ハラミ ８ ９ １０

5傾斜･倒壊

6擁壁の折損

7崩壊 ８ ９ １０

8張出し擁壁支柱損傷

9基礎及び基礎地盤被害 １０

10排水施設の変状 ３ ５ ７

11背面の水道管破損等 １０

最大値 ８26

ここでは、

変状点の最大値を
抽出する

→ ８点

判定マ-１４

12
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宅地擁壁の被害の判定

27

� 基礎点（1.8点）と変状点（8.0点）の合計値

� 点数範囲

� 判定区分

９．８

８.５点以上

大 危 険 度 大

様式－１

28

１.８

宅地擁壁

１.８ ８

９.８
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29

�宅地地盤の危険度評価 →

�宅地擁壁の危険度評価 → 危険度大

危険度中

【 総合判定】

危険宅地

変状が特に顕著、危険な住宅地。

早急に所有者等に対して勧告・改善命令が必要。

防災工を行う必要がある。

周辺に被害を及ぼさないよう指導する。

宅地編／のり面編

30

危険度判定票を作成してみよう
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31

まず周囲を眺めます。

沈下１５cm程度

建物が少し後
傾している

3㎝未満の
クラックが
複数

32

建物は明確
なクラック
ありません

電柱が少し
傾いている

のり面が滑っ
ている

建物が動く
土が盛上がる
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様式－２

33

宅地地盤

被災状況図記入

34

ここでは、
建物表のアスファルト面に

３㎝未満のクラックが複数 → 中
１５㎝程度の沈下 → 中
建物は傾斜している
液状化はないようです

変状の程度判定
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表3-24 宅地地盤の配点表

程度
宅地地盤の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ（幅） １ ３ ５

2陥没（深さ） ２ ４ ６

3沈下（沈下量･規模） ２ ４ ７

4段差（段差量） ３ ５ ８

5隆起（隆起量・規模） ７ ８ ９

６湧水・噴砂

合計値 ４

35 変状点の最大値を抽出する → ４点

液状化による噴砂はなし ０点

変状の採点

宅地地盤の被害の判定

36

� 変状点の合計値

� 点数範囲

� 判定区分

４

4～7点

中 危 険 度 中
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様式－２

37

宅地地盤

４

38

建物は明確
なクラック
ありません

電柱が少し
傾いている

のり面が
滑っている

建物が動く
土が盛上がる
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状況を図に落としてみます。

地震後は……

40

すべりが発生し
沈下した
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様式－２

41

のり面

被災状況図記入

42

ここでの変状は、「滑落・崩壊」
規模は小さいが
全面的なすべり

程度 → 大

変状の程度判定
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程度
のり面自然斜面の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ １ ２ ３

2ﾊﾗﾐ・盤ぶくれ ３ ４ ５

3ガリー浸食 ６ ７ ８

4滑落・崩落 ７ ８ ９

5のり面保護工の変状 ７ ８ ９

6排水施設の変状 ３ ５ ７

7のり面内の水道管等の破裂 ８

8湧水・落石・転石

最大値 ９

43 変状点の最大値を抽出する → ９点

判定マ-５０ 表3-34 のり面自然斜面配点表

湧水・落石がなく加算点無し

のり面の被害の判定

44

� 変状点の合計値

� 点数範囲

� 判定区分

９

8～10点

大 危 険 度 大
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様式－２

45

のり面

９

なし

46

�宅地地盤の危険度評価 →

� のり面の危険度評価 → 危険度大

危険度中

【 総合判定】

危険宅地

変状が特に顕著で危険である。

避難立ち入り禁止措置が必要。
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47

まず周囲を眺めます。

48

応急復旧
で舗装をはぎ
整地していた

路面舗装変状
波打つ不同沈下
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49

大通りの歩道に噴砂跡……

50

全域的な
噴砂現象です

下流側に
水平移動

建築の応急危
険度は
「危険」

家屋は
倒壊寸前
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51

家屋の裏側は
大きな陥没
深さ50㎝

液状化による

隆起 30㎝程度

液状化による

沈下 20㎝程度

様式－２

52

宅地地盤

被災状況図記入
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53

概況は、家屋が水平移動している
家屋が地震動で倒壊寸前
沈下 ２０㎝ → 中
陥没 ５０㎝ → 大
隆起 ３０㎝ → 中
周辺全体が 液状化エリア

変状の程度判定

表3-9 宅地地盤の配点表

程度
宅地地盤の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ（幅） １ ３ ５

2陥没（深さ） ２ ４ ６

3沈下（沈下量･規模） ２ ４ ７

4段差（段差量） ３ ５ ８

5隆起（隆起量・規模） ７ ８ ９

６湧水・噴砂

合計値 ９

54
最大値８点＋加算点１点 → 合計９点

宅地地盤の危険度評価／隆起・沈下・液状化

全体的に液状化エリア １点加算
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様式－２

55

宅地地盤

９

宅地地盤の被害の判定

56

� 変状点の合計値

� 点数範囲

� 判定区分

９

８～１０点
変状等が特に顕著で
危険である。

避難立入禁止措置が
必要。

大

危 険 宅 地
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公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

57

ご静聴ありがとうございました


